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日本語教師養成・研修推進拠点整備事業
• https://nihongo-kyoten.com/

https://nihongo-kyoten.com/


この地域に必要な日本語教師の養成

その日本語教師を養成する講師の研修

日本語教員の視野の広さは養成にかかわる人材の視野の広さの影響を受ける

その日本語教師の視野を広げるための研修、スキルを磨くための研修

なにより

自分の苦手なこと、知らないことを気軽に相談できるネットワークの構築



自己紹介

• 山口県出身

• 愛知教育大学教育学部 日本語教育コース卒業

• 富山大学大学院人文科学研究科修了 修士（文学）

• 広島大学大学院社会科学研究科修了 博士（学術）

• 啓明大学校 客員専任講師（大韓民国）

• 県立広島女子大学国際文化学部 助手

• 徳島大学留学生センター 准教授

• 愛知教育大学教育学部日本語教育講座 教授
• 夜間中学との出会い

• 南山大学人文学部 教授



本日の話題

• 日本語指導はいつ終わるのか

• 日本語を母語としない人たちへの日本語指導と教科指導の経験
を知る ～戦前の教育から～

• 言葉の使われ方を意識する

• 「わからない」を体験し対策を考える



日本語指導はいつ終わるのか

• 答えは単純で、「終わらない」。

• 年齢相当の日本語力を身につけることが必要。

• 日本語を使って、日本語を使う社会で、自立して生活できるこ
と・自分を守ることができるようになること

• そのために何ができるのか？



日本語力を把握する

• 「ペラペラしゃべる」は量の目安

• 段落のある、起承転結のある語りができる、が質の目安

• たとえば、スポーツのルールの説明、たとえば、映画のストー
リーの説明、たとえば、通学ルートの説明、例えば、料理の作
り方の説明、など。



漢字…

• 見城慶和（2017）「＜講演録＞夜間中学の生活基本漢字381 文
字 －選定の背景とその指導－」『基礎教育保障学研究 創刊
号』、pp.84-89

• 2010年（平成22年）11月30日に平成22年内閣告示第2号として
告示され、2,136字、4,388音訓（2,352音、2,036訓）



見て意味が解る
↓

見て声に出せる（読める）
↓

その漢字が使われている熟語の意味が類推
できる
↓

その漢字が書ける
↓

文字遊びが理解できる
↓

文字遊びに参加できる



愛知教育大学 外国人児童生徒支援リソースルーム



様々な手掛かりは作られている

• 現場の先生方、支援活動にかかわっている方、大学の研究者、
国や自治体が様々な教材を公開している

• でも、それがあまり知られていない。

• 支援者の、あるいは支援者のグループの中でとどまっているも
のが結構多い。



アイスブレーキング

• 皆さんは学校の先生です。

• 教壇に立っています。

• 目の前の学習者さんに指示をしてください。

• なんと言いますか。周りの人とぜひ意見交換を



筆箱を机の〇〇においてください。

授業中、机の上にノートを広げて
いるとき、

机の赤い部分に筆箱を置くように
指示をするとします。

皆さんは、何と言いますか？



対面参加の方、スマホからお願いします

•https://ahaslides.com/PLEF8

https://ahaslides.com/PLEF8


線分AB上の点P

A B

P



ことばは、場面に依存している

• 言葉を説明するとき、使い方、使われ方をどれだけ意識してい
るか。

• 理解できないのではなくて「教えていない」ことのほうが多い。

• 「立ってください」「立ちなさい」「立て」「起立」、教えて
ないとわからない。

•日本語指導者と教科指導者は常に情報交換を



少し古い話から

• 戦前の朝鮮半島や台湾における「国語」としての日本語指導を
いくつかご紹介します。

• 当時、義務教育ではありませんでしたが、日本語を母語として
いない子どもたちが就学していました。

• そこでは、すべての教科指導を最終的には日本語だけで行うた
めにどのような工夫がなされていたでしょうか。



昭和6（1931）年の教授指導書より





発音矯正「ミムメム」法（1937年の教科書に挟まれていたプリント）



学習者の母語をどのくらい意識しているか

• 植民地化の朝鮮半島、台湾では、学習者の日本語レベルはほぼ
同じという教室の中での指導。

• 今、小中高校で行われている日本語指導との大きな違いの一つ。

• 児童生徒の母語の多様性も、大きく異なる。

• とはいえ、学習者の母語、どの程度意識できていますか。



昭和11（1936）年
台湾 公学校での「教案」からわかること

• 1936年当時、台湾では台湾の子どもたちを「公学校」という初
等教育機関に就学させていた。

• そこでは、「国語（日本語）」による教科教育が展開されてい
た。

• 当時の「教案」に見られる配慮をご紹介します。





典型的なTPRの考え方

「聴くことが主」

数を扱う際の
混乱回避として
重要な考え方



これは、TPR
（Total Phsyical

Resoponse）



挨拶・慣用表現
「よく使う（頻度）
すぐ使う（即時性）」



インフォメーションギャップ

「これ」と「それ」を扱う
「あれ」はない。

ここも TPR



座学から日常生活ヘつなぐ

「～つ」の典型的な使用場面



絵を見ながら説明する

（場所）に（もの）が あります

（な形容詞＋名詞）

（場所）に（もの）が Vています（結果の残存）

人 が Vています（進行中の動作）

（名詞）です

既習項目を
総動員した発表



歴史的仮名遣い
表記と発音が異なるものへの

留意点



会話と談話



古いものは役に立たないもの
なのか





「話す」のふたつ

• 1936年にはすでにそれに基づいた指導が行われていた。

• 四技能、と考えていた日本語教員は、もしかしたら、そのレベ
ルに達成していないのかもしれない。



「日本語教育の参照枠」
行動中心アプローチと文型積み上げ
• どちらが優れている、というわけではなく、学習者の遭遇するも
のをどれだけ想定して指導ができるか、が重要。

• 「このレベルだから無理」じゃなくて、「このレベルでどう対応
するか」を考える。

• 日本語指導者は、日本語をどれだけ客観視できるか、が勝負。

• そして、それをどう教えていくかが「腕」

• 「言葉を言葉で教える」から、離れることのできる技量を



ことばの使われ方を考える

• ペン で かいてください。

• ペン に かいてください。

• ペン を かいてください。

助詞が異なれば、
意味が違う。
って、ほんと？

Xが２増えるとYは６増えます。Xが５増えるとYは15増えます。
このときのXとYの関係はどうなりますか。

式に書きなさい
式で書きなさい
式を書きなさい

助詞が異なれば、
意味が違う。
って、ほんと？



「前」って何？

あんな前のことを
まだ悩んでるのか？

もういいかげん
忘れて、

前を見て歩くんだ！



「この先」？「この後？」

• 「後先知らず」
• 日本国語大辞典：「前後の事情を考えない」

• 「この先、どうなっていくんだろうねえ」

• 「この後、どうなっていくんだろうねえ」

• 「この先」を使うとその話題のゴールを想定

• 「この後」を使うとその話題の次の展開を想定



普段使っている言葉こそ、気を使う。

• 教科特有の語彙、は、その教科の中での使われ方の理解。

• 生活と教科と、両方に使われる言葉は、その場面が異なること
を踏まえた指導をしないと、理解が困難になる。



「わからない」を体験しましょう

• ミャンマーの教科書については、著作権の関係から削除した
データです。



何があれば、わかるのか。



５+４



計算出来たら次は？



何が必要なのか

• 先生にあてられたら？ → 口頭で答えなきゃいけない

• 数字、文字の読み方がわからないといけない

• その前に、あてられたときに返事をしなくちゃいけない

• 答え方のルールを知らなきゃいけない。
• 「答は～です。」「○たす△は□です。」

それぞれの段階でどんなサポートが必要なのか



そもそも

• その問題の答え方を知らないことがある。



おわりに

• 自分を基準・標準と考えない。

• 学習者の出会う日本語を想定する。

• 学習者の「わからない」の原因を把握する。

• 年齢相当の日本語力を常に目指す。語彙の数や文型の数は必要
なことではあっても、最重要なことではない。言い換えたり説
明できたりすれば済む場面は多い。



おまけ
☆指導に悩んだら

☆手がかりを得るには
☆日本語の試験



グローバル社会における多文化共生のための
国語教育を目指して

• https://cosmos.education/#page1

https://cosmos.education/#page1


児童生徒等に対する日本語教師【初任】研修

• https://himawari-jle.com/

https://himawari-jle.com/


かすたねっと

• https://casta-net.mext.go.jp/

https://casta-net.mext.go.jp/


• https://www.kodomo-kotoba.info/



日本語能力を測る試験 いろいろある

• 日本語能力検定(JLPT)
• N1とか基準で出るのはこれ。

• 実用日本語検定(J.TEST)

• ビジネス日本語能力テスト(BJT)
• 「Business Japanese Proficiency Test」、毎日実施している

• 実用日本語運用能力試験(TopJ)

• 日本語NAT‐TEST

• 生活・職能日本語検定(J‐Cert)

• 標準ビジネス日本語テスト STBJ
• 敬意表現やビジネスマナー、日本人の発話の意図を考える

• 実践日本語コミュニケーション検定 PJC



出入国在留管理庁

• 高等教育機関等へ入学するための日本語能力について

• ◆大学等へ入学する場合

• 留学生が大学（短期大学及び大学院を含む。）、大学に準ずる機関又は
高等専門学校において日本語で授業を受け又は研究の指導を受けようとす
る場合（専ら日本語教育を受けようとする場合を除く。）は、必要な日本
語能力として、下記のいずれかに該当することを目安とします。

• １ 公益財団法人日本国際教育支援協会及び国際交流基金が実施する日本
語能力試験（ＪＬＰＴ）Ｎ２以上の認定を受けていること。

• ２ 独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験（日本語（読
解、聴解及び聴読解の合計））において２００点以上取得していること。

• ３ 公益財団法人日本漢字能力検定協会が実施するＢＪＴビジネス日本語
能力テストにおいて４００点以上取得していること。



• ◆専修学校、各種学校又は設備及び編制に関して各種学校に準ずる教育機関へ入学する場合

• 留学生が専修学校、各種学校又は設備及び編制に関して各種学校に準ずる教育機関において教育
を受けようとする場合（専ら日本語の教育を受けようとする場合を除く。）は、法務省令上（平成
二年法務省令第十六号の表の法別表第一の四の表の留学の項の下欄に掲げる活動の項の下欄第五
号）、留学生の日本語能力に関して下記のいずれかに該当していることが求められます。

• １ 外国人に対する日本語教育を行う教育機関で法務大臣が文部科学大臣の意見を聴いて告示を
もって定めるものにおいて一年以上の日本語の教育を受けた者であること

• ２ 専修学校若しくは各種学校において教育を受けるに足りる日本語能力を試験により証明された
者（注）であること

• （注）以下のアからウのいずれかに該当する者

• ア 公益財団法人日本国際教育支援協会及び独立行政法人国際交流基金が実施する日本語能力
試験（ＪＬＰＴ）のＮ１（１級）又はＮ２（２級）に合格した者

• イ 独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験（日本語（読解、聴解及び聴読解
の合計））の２００点以上を取得した者

• ウ 公益財団法人日本漢字能力検定協会が実施するＢＪＴビジネス日本語能力テストの４００
点以上を取得した者

• ３ 学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定する学校（幼稚園を除く。）におい
て一年以上の教育を受けた者であること

• なお、１又は３に該当する者については、法務省令上、日本語能力を試験により証明する必要は
ありませんが、志望学科の教育課程を履修しうる日本語能力として、日本語能力試験（ＪＬＰＴ）
Ｎ２相当以上の日本語能力を明らかに有していない場合は、在留諸申請の審査において本来活動を
行う能力がないものとみなされる場合があります。



2023年調査 都道府県立高校(市立高校の一
部を含む)の外国人生徒及び中国帰国生徒等へ
の2024年度高校入試特別措置等について

• https://www.kikokusha-
center.or.jp/shien_joho/shingaku/kokonyushi/other/2023/ko
ko-top.htm

https://www.kikokusha-center.or.jp/shien_joho/shingaku/kokonyushi/other/2023/koko-top.htm
https://www.kikokusha-center.or.jp/shien_joho/shingaku/kokonyushi/other/2023/koko-top.htm
https://www.kikokusha-center.or.jp/shien_joho/shingaku/kokonyushi/other/2023/koko-top.htm









	スライド 1: 夜間中学における日本語指導について
	スライド 2: 日本語教師養成・研修推進拠点整備事業
	スライド 3
	スライド 4: 自己紹介
	スライド 5: 本日の話題
	スライド 6: 日本語指導はいつ終わるのか
	スライド 7: 日本語力を把握する
	スライド 8: 漢字…
	スライド 9
	スライド 10: 愛知教育大学　外国人児童生徒支援リソースルーム
	スライド 11: 様々な手掛かりは作られている
	スライド 12: アイスブレーキング
	スライド 13: 筆箱を机の〇〇においてください。
	スライド 14: 対面参加の方、スマホからお願いします
	スライド 15: 線分AB上の点P
	スライド 16: ことばは、場面に依存している
	スライド 17: 少し古い話から
	スライド 18: 昭和6（1931）年の教授指導書より
	スライド 19
	スライド 20: 発音矯正「ミムメム」法（1937年の教科書に挟まれていたプリント）
	スライド 21: 学習者の母語をどのくらい意識しているか
	スライド 22: 昭和11（1936）年 台湾　公学校での「教案」からわかること
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31: 会話と談話
	スライド 32: 古いものは役に立たないものなのか
	スライド 33
	スライド 34: 「話す」のふたつ
	スライド 35: 「日本語教育の参照枠」 行動中心アプローチと文型積み上げ
	スライド 36: ことばの使われ方を考える
	スライド 37: 「前」って何？
	スライド 38: 「この先」？「この後？」
	スライド 39: 普段使っている言葉こそ、気を使う。
	スライド 40: 「わからない」を体験しましょう
	スライド 41: 何があれば、わかるのか。
	スライド 42
	スライド 43: 計算出来たら次は？
	スライド 44: 何が必要なのか
	スライド 45: そもそも
	スライド 46: おわりに
	スライド 47: おまけ
	スライド 48: グローバル社会における多文化共生のための 国語教育を目指して
	スライド 49: 児童生徒等に対する日本語教師【初任】研修
	スライド 50: かすたねっと
	スライド 51
	スライド 52: 日本語能力を測る試験　いろいろある
	スライド 53: 出入国在留管理庁
	スライド 54
	スライド 55: 2023年調査　都道府県立高校(市立高校の一部を含む)の外国人生徒及び中国帰国生徒等への2024年度高校入試特別措置等について
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59

